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プ レプ リン ト案内

〔東大 ･久保研〕

(227) 11･ A･F･GaritoandA｡J･Heeger

The Designand SynthesisofArgarlicMetatls

(22日) ll. S.K.Khanna,E.Ehrenfreund,A.F.Garito,and

A･J･Heeger

Microwave PropertiesofHigh Purity (TTF) (TCNQ)

(229) 11･ A･A･Bright,A･F｡GaritoandA･J･Heeger

OpticalCor7ductivity LqtudiesinaOne-I)imensional

Orgar.icMetal: (TTl月 (TCNQ)

(230) ユ1･L RichardA･Ferrelland Douglas●J･LqCalapino

LqTATJSTICAIJMECHANICLq OF ONE IllMENSl(1NAI,

GINZBtTR(トLANDAU FIELDLq:

JI. A TELq,T OF THE LqCREENIN(1APPROXJMAT_TON

(ndlEXPANLqTON)

(231) 22. N｡Iiivipr

Spin Glasses

(232) 23･ HidejiYamada

THF LOW TEMPE･Ⅰ‡ATtTl?E MAGNF,TIZATION OF

FEILROMAGNETIC METALS

(1) 28. MosheKaveharld NathanWiser

GeneralTheoryofthe ElectricalI?esistivityofthe

AlkaliMetalsatLow Temperatures

(2) 2日. MosheKaveharldNathanWiser

The もlectricalResistivityof Potassium atLow

Temperatures

l
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プレプリン ト案内

(3) 30. KazumiMaki

Magnetic Propertiesofthe B phase in Superfluid 3fJe･

(4) 30･ Y･Fujii'S･Hoshino'Y･Yarrladaand G･Shirane

Neutron Scattering Lqtudyon Phase TrarlSitionsof

CspbC13

(5) 30. CJ.Shirane

Ph-asp Transitionsarld Neurton LqCatterir1g

(6) 30･ Y･lhdoh,G･Shirar.e,R･J･Birgerleali,PeterM･

Richardsand Lq.L.ロolt

Llynamicsofan Lq-1/2,onepimerlSior]alHeiser)berg

Ar】tiferromaglつet

(7) 6. KazumiMaki

TTTE FOt了RTH SOUNf)IN ANILqOTpOPJC stTPERFLUID

3He

(8) 6. Toshio TLqUZJUKJ

Correlationsin Bose Fluids

J･ The Elementary Excitationand ItsEffect)'ve

Hamiltonian

(9) 6･ HidpoHasegawaand ToruMoriya

Effectof Spin Fluctuationson ltineralltElectron

AntiferromagnetisrTl

(10) 6･ ･Editedby P･Schofield

Theoretical PhysicsDivision ProgressReport

January toJune1973

(ll) 6. J.P.Goedbloedand P.fl.Sakallaka
I

A New Approach toiWagnetohydrodynamic StabilityI･

A PracticalStability Concept
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プ レプ リン ト案内 ･ニ ュー ス

(12) Young-PingPao

h stabilitiesand Growth RateofGuiding Center
ヽ

lliffuse Pinches

(13) 6. P.H.Sakanakaand (I.P.Gopdbloed

A New Approach toA/Jagnetohydrodynamic Lqtability H ･

O-Lqtable Diffuse Pinch Configurations

ニ ュ - ス

〔名古屋大学〕

o物性談話会

2月 6日

"大型計算機による古典液体 ｡液体金属の熱運動のシミュレ一･ション ;拡散 .隻

団運動 ,3体相関 "

東北大 田 中 実 氏

2月 7日

"Bethe格子 とランダム ･イジング模型 "

東北大 桂 重 俊 氏

2月 8日

"Relation Between Elastic.Col)stantsand Jnvar Effectsin

Fe-Niand Fe-PtAlloys"

マ ックス ･ブランク研究所 G.Hausch 氏
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掲 示 板
昭和 49年 4月 15日

昭和 49年度後期研究計画 ･ア トム型研究員募集

京都大学基礎物理学研究所

所長 牧 二 郎

昭和 49年度後期の基研研究計画及びア トム型研究員を下記のように募集致します｡

長期 ･短期 ･モ レキュール型研究計画の外に,従来の枠にとらわれない新 しい研究計画

の応募 も歓迎致します｡

1. 募集内容 別紙参照

(必要な場合には基研共同利用事務室-お問い合せ下さい｡)

2. 〆 切 1974年 5月 31日 (金) (必着 )

基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (6月末頃の予定 )で

決定 します｡

3. 宛 先 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研死所

共 同利用事務室

075(751)2111(代)(内線)7008

応募の際は適当な用紙に黒のボールペン又は,黒インクで御記入の上,封筒

の表に研究計画又はア トム型研究員応募と明記 してお送 り下さい｡

A 研究計画

長期研究計画 (あるテーマについて数ヶ月から1年にわた って連絡をとりっつ研~＼

究を行なうもので,普通年 1-2回研究会 を行なっている｡ )

短期研究計画 (あるテ⊥マについて数 日間研究会 を行なう｡)

モレキュール型研究計画

(数人が随時連絡をとりつ 研ゝ究する｡)
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掲 示 板

イ ) 研 究 テ ー マ と そ の 内 容

応 募 書 類 は あ ら か じ め 研 究 部 員 に 配 っ て お き , 研 究 部 員 会 議 で 充 分 討 議 致 し ま

す の で , 主 旨 及 び 問 題 点 を 具 体 的 に 書 い て 下 さ い ｡

ロ ) 世 話 人 及 び 提 案 説 明 書

世 話 人 と し て 主 な 研 究 計 画 立 案 者 を 二 人 以 上 あ げ , そ の 中 の 一 人 を 連 絡 責 任 者

と し て 指 定 し て 下 さ い ｡ 6 月 末 頃 の 基 研 研 究 部 員 会 議 で 提 案 の 説 明 を し て い た

だ き ま す の で 提 案 説 明 書 を 決 め て 下 さ い ｡ 基 研 研 究 部 員 が 参 加 者 に い る 場 合 は

な る べ く 研 究 部 員 が 提 案 説 明 に あ た っ て 下 さ い ｡

ノ ､ ) 研 究 会 及 び そ の 他 の 会 合 の 開 催 希 望 時 期

ニ ) 研 究 会 及 び そ の 他 の 会 合 に 参 加 す る 研 究 者 の 予 定 数

ホ ) 旅 費 及 び 校 費 の 必 要 額 ( 項 目 別 に 明 記 し て 下 さ い ｡ )

B ア ト ム 型 研 究 員

ァ トム 型 研 究 員 は 大 挙 院 生 を 含 む 研 究 者 を 対 象 と し , 個 人 が あ る 期 間 , 当 研 究 所

に滞 在 して研究 を 続 け て い た だ く も の で す ｡

但 し,特別 の事 情 があ る 場 合 に は 当 研 究 所 以 外 を 研 究 場 所 と す る 計 画 も 認 め て お

ります ｡ これ につい ての詳 細 は 第 5 4 回 研 究 部 員 会 議 議 事 録 ( 1 9 7 1 年 1 1 月 )

22頁, "地方大学 の研究条件 の改 善 に つ い て " を ご ら ん 下 さ い ｡

なお , ア トム型研究 員 は 1月 末 , 5月 末 . 9 月 末 に 募 集 を 締 切 っ て お り ま す ｡

イ)所 属 ･身 分及 び連絡 先

ロ)研究 テー マ とその内容

計画 の内容,応募 の 目的 をな るべ く具 体 的 に 御 記 入 下 さ い ｡ 他 の 研 究 計 画 と 関

連 させて申 し込 まれ る場合 は, そ の 旨 明 記 し て 下 さ い ｡

ハ )滞在希 望 時期及 び期 間

滞在期 間は原則 として 1ケ月 - 1年 と し ま す が , 場 合 に よ っ て は 2 週 間 程 度 で

も結構 です ｡応募者 が一時期 に集 中 し , 基 研 の 収 容 能 力 を こ え る 場 合 は , 一 部

時期 の変更 をお願 いす ること もあ りま す ｡ ( 昭 和 4 8 年 度 の 利 用 者 は 滞 在 1 ケ

月 28人, 3週 間 1人 , 2週間 4人 で し た ｡ )

C 新 しい型 の研究計画

従 来 の研究計 画 の枠 に と らわれない計 画 も 歓 迎 し て お り ま す ｡
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掲示板

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来る6月末頃に基研の研究部員会議が行われる予定ですので,議題がございましたら

提案趣旨とともに5月 31日必着で下記にお申し込み下さい｡

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

研究部員会議 議長団

-:i31-



'73年度決算及び'74年度予算報告

'73年度の決算について報告致 します｡ '73年度は収入総額 157･3万円,支出

総額 153.4万円差引 3.9万円の収入超過となり, '74年度-の繰越金は 51･7万円

とな りました｡これを予算と比較致しますと,収入では2.2万円,支出◆では 2.5万円そ

れぞれ下回っています｡

次に後続の資料 〔り 決算と予算のうち収入の部 (A),(B)欄について ,個人会員

による会員収入が予算を11.0万円上回っていますが,これ栂 '72年度未入金が '73

年度に入金されたことによります｡機関会員による会費収入が予算に比較 して 10.1万

円下回ったことについては校費による後払いが多 く, '74年-入金が持越されたこと

によります｡海外会員についても,こちらからの請求が遅れたことにより '73年度に

は入金されず, '74年 2月末日現在で,3.8万円入金されていますO ｢その他｣の項

目の入金 は全て,銀行預金利息によります｡

次に支出の部, (a)(b) 欄のうち印刷費について,当初予算では印刷費の値上げは

行なわれないものと見込んで,19-1-20-6まで毎号90頁 (基研々究会報告の

部分を除いた部分)刊行するものと予測 して 91.1万円計上致しました｡ 実際には,

20-1から印刷費のうち製版代が 1頁あたり,50円値上げされたこと,刊行実績頁

夢は･毎号平均 88.3頁とほぼ予算通 りであったため,97･1万円 (決算資料 〔瓜〕 原

価, '73年度直接出版費欄の数字)となりましたが,刊行が遅れたために 18-6-

20-5までの12回分が '73年度内に支払われてお り,支出の部 (b)欄 の よ うに

92.2万円となりました｡従って,もし刊行の遅れがなく, '73年度において 19-1

-20-6 の 12回分を支払 ったならば 3.9万円の収入超過が一転 して 1.1万円の支出

超過とな ります｡ '73年度の決算のその他の事項については,資料〔Ⅱ〕原価 ,〔皿〕

講読者内訳,〔Ⅳ〕掲載内容,〔V〕収支決算の推移を御参照下さい｡

次に '74年度予算について報告致します｡ '74年度は21-1-22-6 まで 12

回,毎号 90頁 (基研々究会報告を除いた部分)刊行されるものとして,それに必要な

印刷費等の経費を計上致 しました｡印刷費については,vol･20 に比較 して,製版代

が 1貢当り150円,又用紙が 1枚当 り(4頁) 1円30銭値上 りしており, '73年度

-33.2-



予算韓告

に比較 して 39.2万円程度の支出増となる見込みです｡

･又, '74年後半には郵便料金も値上が りする見込みですが, 9月末 までは値上が り

しないものとして '73年度の実績を計上 しました｡その結果 '74年度は収入総額 190.

6万円,支出総額 192.4万円差引 1.8万円の支出超過 となる見込みです｡ この支出超

過に対する対策として,活字を小さくすることを検討してお りますOこれによって 1頁

当 りの文字の数を多 くし,頁数を減少させることによって,製版代の値上 りをカバー し,

用紙代 ,さらには送料 も安 くなることを考慮中です｡

以 上
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予算報告

〔I] 決 算 及 び 予 算

収 入 の 部 仏) (B) (C) (D)
'73年度予算 '73年度決算 '74年度予算 ･(C)の 明細

個 人 会 員 525,600 635,330 678,720 @ 3360×202

機 関 会 .負 883:560 782,720 1,068,000 @ (2220+3120)×200

商 社 1 128,760 149,560 138,840 @ (2220+3120)×26

そ の 1他 8,000 5,671 5,0()0 I

合 計 1,594,880 1,573:281 _1.905,980

支 出 の 部 (a) (b) (C) (d)
'73年度予算 '73年度決算 '74年度予算 (C)の 明 細

発 送 通 信 費 し 2.40,000 200,397 200,000 '73年度実績 より

編 集 費 192,0()0 354,550 344,00() 編集費 ,校正料 ,原稿料 ,その他

人 件 費 156,000 36,0()0 36,0()∩ @ 3000×12ケ月

事 務 .普 50,000 21,065 .20,0()0

そ .の 他 1 0,0 0､0 り 10,O OO l予備費

合 計 1,.559,000 1,533}794 1,923;7()0

損 益 金 35,880 39,487 _17,720
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揖
濃
曲
直

〔皿〕 原 価

i67年度 i '68年度 '69年度 '70年度 . '71年度 . '72年度 '73年度

金 額̀ ･啓 金 額 ･@ 金 額 Fu 金 額 E多 l金 額 ･解 - 傘 ~額 % 金 額 %

直 接 出 版 費 503;682 47.4 580,802-56.0 787,935 65.7｣ 743:068l 90.8 918,809 63.9 751,029 55.6 971.,373 61.3

間-按 出 版 費 558,695 52.6 455.325.440.41034()343 480,029 39.2 518.930 36.1 598920 44.4 61､2P12 38.7

年 間尭行 部 数 5251部 5400部 5490部 ･5260部 5425蔀 5600部 5576部

月平均発行部数 438部 450部 457部 438部 452部 466部 464部

〔皿〕 購 読 者 内 訳

個 人 会 員 238玖) 228臥)l 224(局 I 198囚 220囚 .219-(局 202囚

機 関 会 員 200 182 18_9 221 205 199 200

海 外 会 員 5 5 5 4 5 4 4_

寄 贈 交 換 7 9 104 5 5 5 10.商 社 ..0 16 I .4l 29 29 26

∫i在, 庫l 10 ll 18 3. 6- 4 18



〔Ⅳ〕掲 載 内 容

内 o≡ ∩1雲 ･67年度 1 -,6略 歴 r T 6"~gT~右左~p-I '70年度 '71年度 '72年度 '73年度
vo1_7.-8 VOI.pg～iO γol.ll-12 vo1.13- 14 γol.15-16 γol.17-18 1 19-20

餐 頁 数 多 日 数 帝 頁 数 ヰ 頁 数 % 頁 数 % 頁 数 % 頁 J数 i多

論 耳 3′l′1 25_7 176 51_.1･19′l /lノ18 50ノ1 45.1 637 13.7 382 32_6 347. 28_1

講 義 ノ ー ト 1′15 10.只 30 2.7 35 3_1 61 L12 67 5_4

基 研 研 究 会 報 -fJ.1 39 二 7 日ー1 1(一.8 207 236 21.1 17∠l ll.9 32/i 27.7 二_177E l43

資 料 1 103 9.2 1()5 7_2 士or) 17_1 七 十 9_7

海 外 通 信 2 1; 1-5 5 0_5 1 ().3 2 0_1 I36 2.9

プ レ プ リ ン ト 案 内 ∃ L18 42 3.8 27 2_4 【 58 4.0 I162 6 3.9 r78≧ 6.3掲 示 板 7 0_5【 37 4() Jltq 4′l】 lH l 】_2 2.3 3~H3.0
若 手 夏 Uつ 学 .校 丁 ~ ~ 9 0,6 1日 0,8 7 0.6

境 界 領 域 特 集 t i l 137 9.4 loョ; 8.8 1:う6 ll.0

物 件 研 研 究 会 報 告 1 】 157 10.8 ∫I

解 .説 9 () () .6 】 7.0 】 -

我国の物性物坪,Jー研亀 谷制しこついて ｢ --+ i 37 3..1】 79 V Il懸 賞 論 文 入 選 発 -衣 ∫ 0.6

シ ン ポ ジ ウ ム 】 lo o_H

特 集 ｢ 浅 野 太 郎 氏 ｣ + - ⊥ 】 I【 i.1i トー

総 Lji 次 J 1 】 i:!3 10,H

介 計 1:日 01日川.り｣ …｣｣聖⊥聖･1(,‥‖ 100.() 1115 loo_O ll15H∵ - らlll川 loo.0 L2:i7 lt)OrO

(注 ) '6～)年度以前の ｢ひ7)は｣欄 のfi放け ｢掲示板｣欄 に加えてあ りますO

i
･
駆
寄
捨



〔V〕 収 支 決 算 の 推 移

p~｢一一~~-~~｢~｢｢ ~-収 入 の 部 了 67年表a) (b) (C) (a) ･(e) 川 (g)

'68年度 '.69年度 '70年度1i 393,340≡ '7~1年度l '72年度 '73年度個 人 会 員 483,990 436,235Iま 424,195 看 339,447 248,656 i 635,330

機 関 会 員 ! 620,275I 825,900 535,00076 1,440 549,140 7.53.870! 782,720

滴 社 f 85,940 224,280 116~,84090,90031竺?i37,080_E149,560
海 外 .会 員 2 3 =6 43 ∃ 20,273L o 0 PlO:T等o【

f 預 金 和 息 18,135 10,g86 ･36,837｢~一~~y-~ー~41,150 38,242一二｣竺｣-5,671
そ の 他 0 0 0 1,1.60 0 0 ; 0

合 p 計 1,231,983 1,517,674 1,】12,872 1,287,990 ･1,018,509 i1,048,131 1,573,281

支 出 .の 部 (i) tb') (cr) (J) (e') (∫) (g')
'β7年度 '68年度.'69年度 '70年度 '71年度 '72年度 '73年度 .

l発 送 通 信 費 224,1.75 161,125 121,565 116,834 165,180 178,680 200,397

A編 . 集 費 1 155,200】 .203;400 189,500 227,360 211,090 168,000 354,550

人 件 費 81,500I 82,150 82,175 82,150 83,660 l.34,000 36,000

[損 益 傘 . 169,60-61 481,547 --85AO3 64,899 -419,230 ii-204,5081 39,487



編 集 後 記

本誌の編集委員より,実験屋が編集委員の中にいないから,一度編集委員会に出てみ

ないか,とのおさそいを受けた｡今まで物性研究 を読んだこともないにもかかわ らず,

のこのこと･出ていったのはほかでもなく,編集委員が ｢今後 ,郵 命屋 と実験屋の間の

Frank な交流の場 としての役割 を雑誌の中に取 り入れてゆく方針であるO｣ との意欲
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